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代
表
が
定
期
総
会
で
報
告
へ

本
会
の
５
委
員
会
が
２
月
に
入

り
相
次
い
で
会
議
を
開
き
、
１
年

間
の
活
動
を
総
括
し
た
。
活
動
結

果
の
詳
細
は
５
月
２２
日
開
催
の
本

会
第
８９
回
定
期
総
会
で
、
委
員
会

の
各
代
表
か
ら
報
告
さ
れ
る
。

【
２
面
以
降
に
詳
細
記
事
】

２
月
に
会
議
を
開
い
た
の
は
▽

地
方
行
政
（
委
員
長
�
門
田
国
光

・
串
間
市
議
会
議
長
）
▽
地
方
財

政
（
同
�
斎
藤
賢
一
・
二
本
松
市

議
会
議
長
）
▽
社
会
文
教
（
同
�

山
内
弘
一
・
柏
市
議
会
議
長
）
▽

産
業
経
済
（
同
�
仲
元
男
・
大
和

郡
山
市
議
会
議
長
）
▽
国
会
対
策

（
同
�
大
島
明
・
川
崎
市
議
会
議

長
）
―
の
５
委
員
会
。
建
設
運
輸

委
員
会
（
同
�
吉
田
耕
一
・
坂
出

市
議
会
議
長
）
は
１
月
２９
日
開
催

で
、
既
に
会
議
を
終
え
て
い
る
�

本
紙
第
１
８
５
９
号
掲
載
。

活
動
結
果
の
総
括
を
踏
ま
え
つ

つ
、
国
対
を
除
く
地
行
な
ど
４
委

員
会
で
は
平
成
２５
年
度
も
要
請
活

動
を
継
続
す
べ
き
内
容
を
ま
と
め

た
。
次
年
度
に
発
足
す
る
委
員
会

へ
引
き
続
き
要
請
す
る
よ
う
申
し

送
る
こ
と
で
、
要
望
実
現
を
目
指

す
。
会
議
当
日
、
５
委
員
会
は
各

省
か
ら
講
師
を
招
き
、
所
管
分
野

の
説
明
を
聴
取
し
た
�
講
師
、
聴

取
し
た
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
。

自治法改正で
施行令も改正

活活
動動
結結
果果
をを
取取
りり
まま
とと
めめ

３月１日から施行

改
正
自
治
法
の
一
部
施
行
期
日

を
３
月
１
日
と
定
め
る
政
令
と
あ

わ
せ
、
同
法
施
行
令
が
同
日
付
で

一
部
改
正
さ
れ
た
。
２
つ
の
政
令

施
行
で
▽
署
名
収
集
委
任
届
出
書

の
廃
止
▽
指
定
都
市
に
お
け
る
署

名
収
集
期
間
等
の
延
長
―
な
ど
が

３
月
１
日
か
ら
図
ら
れ
た
。
平
成

２４
年
９
月
５
日
に
引
き
続
き
、
３

月
１
日
か
ら
同
法
の
一
部
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
で
、
同
法
の
改
正
項

目
は
全
て
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
通
年
会
期
制
の
導
入
な
ど

は
、
改
正
法
成
立
直
後
の
９
月
５

日
か
ら
既
に
施
行
さ
れ
て
い
た
。

【
施
行
令
改
正
の
概
要
】

�
署
名
収
集
委
任
届
出
書
の
廃
止

条
例
制
定
・
改
廃
請
求
、
事
務
監

査
請
求
、
議
会
の
解
散
請
求
、
議
員

・
長
等
の
解
職
請
求
及
び
合
併
協

議
会
設
置
の
請
求
の
請
求
代
表
者

が
、
署
名
の
収
集
を
選
挙
権
を
有

す
る
者
に
委
任
す
る
場
合
に
、
委

任
を
行
っ
た
請
求
代
表
者
が
請
求

先
の
地
方
公
共
団
体
の
長
等
へ
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
署
名
収
集
委
任
届
出

書
を
、
請
求
代
表
者
の
事
務
負
担

軽
減
等
の
観
点
か
ら
廃
止
す
る
。

�
指
定
都
市
に
お
け
る
署
名
収
集

期
間
等
の
延
長

指
定
都
市
の
人
口
規
模
や
事
務

処
理
の
態
様
を
踏
ま
え
、
指
定
都

市
に
お
け
る
署
名
収
集
期
間
、
署

名
簿
提
出
期
間
、
本
請
求
期
間
、

本
請
求
補
正
期
間
を
延
長
し
、
都

道
府
県
と
同
様
の
期
間
と
す
る
。

�
住
民
投
票
に
お
け
る
投
票
方
法

の
見
直
し

議
員
・
長
等
の
解
職
に
お
け
る

住
民
投
票
の
投
票
方
法
に
つ
い

て
、
解
職
に
賛
成
の
人
は
「
賛
成
」

を
、
反
対
の
人
は
「
反
対
」
を
自

署
す
る
方
法
と
す
る
と
と
も
に
、

解
散
・
解
職
の
住
民
投
票
及
び
一

の
普
通
地
方
公
共
団
体
の
み
に
適

用
さ
れ
る
特
別
法
の
住
民
投
票
に

お
け
る
投
票
方
法
を
、
選
挙
管
理

委
員
会
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

記
号
式
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
す
る
。

�
特
例
一
部
事
務
組
合
の
制
度
の

創
設
に
伴
う
規
定
の
整
備

特
例
一
部
事
務
組
合
（
そ
の
議

会
を
構
成
団
体
の
議
会
を
も
っ
て

組
織
す
る
一
部
事
務
組
合
）
の
制

度
の
創
設
に
伴
い
必
要
と
な
る
読

替
規
定
を
整
備
す
る
。

本会の委員会

各各
委委
員員
会会
のの
講講
師師
・・
テテ
ーー
ママ

地
方
行
政
委
員
会

▽
山
�
重
孝

・
総
務
省
自
治
行
政
局
行
政
課
長

�
地
方
行
政
を
め
ぐ
る
最
近
の
動

向
と
今
後
の
課
題

地
方
財
政
委
員
会

▽
杉
本
達
治

・
総
務
省
自
治
財
政
局
地
方
債
課

長
�
平
成
２５
年
度
地
方
財
政
対
策

▽
北
崎
秀
一
・
同
省
自
治
税
務
局

企
画
課
長
�
平
成
２５
年
度
地
方
税

制
改
正

社
会
文
教
委
員
会

▽
長
谷
川
学

・
厚
生
労
働
省
医
政
局
指
導
課
長

補
佐
�
地
域
に
お
け
る
救
急
医
療

の
確
保
▽
串
田
俊
巳
・
文
部
科
学

省
大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
部
施

設
助
成
課
長
�
公
立
学
校
施
設
の

耐
震
化
等

産
業
経
済
委
員
会

▽
佐
藤
速
水

・
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
予
算
課

長
�
平
成
２５
年
度
農
林
水
産
予
算

▽
松
永
明
・
経
済
産
業
省
大
臣
官

房
会
計
課
長
�
平
成
２５
年
度
経
済

産
業
省
関
連
予
算
の
概
要

国
会
対
策
委
員
会

▽
北
崎
秀
一

・
総
務
省
自
治
税
務
局
企
画
課
長

�
平
成
２５
年
度
地
方
税
制
改
正

３月５日現在の都市数
８１２団体

うち
指定都市 ２０市
中核市 ４１市
特例市 ４０市
一般市 ６８８市
特別区 ２３区

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1861号３月５日平成25年
（2013年）

国
対
委
の
会
議
風
景
（
�
２
月
２１
日
）

（１） 平成２５年３月５日 第１８６１号
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平
成
２４
年
度
の
社
会
文
教
委
員

会
が
要
望
し
て
き
た
項
目
は
▽
地

域
医
療
施
策
▽
保
健
衛
生
施
策
▽

文
教
施
策
―
な
ど
。

２
月
１４
日
、
東
京
・
ル
ポ
ー
ル

麹
町
で
開
か
れ
た
第
１
４
６
回
委

員
会
の
総
括
に
よ
れ
ば
、
要
望
項

目
の
う
ち
「
文
教
施
策
」
で
は
公

立
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
求

め
て
き
た
が
、
２４
年
度
補
正
予
算

案
な
ど
で
所
要
額
が
確
保
さ
れ
、

要
望
の
実
現
を
果
た
し
た
。

同
委
が
公
立
小
中
学
校
の
耐
震

化
を
強
く
求
め
る
背
景
は
、
学
校

施
設
が
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
の

場
で
あ
る
と
同
時
に
、
災
害
時
に

地
域
住
民
の
応
急
避
難
所
と
な
る

た
め
。
安
全
で
あ
る
べ
き
学
校
の

耐
震
化
率
が
、
２４
年
４
月
時
点
で

は
未
だ
８４
・
８
％
に
と
ど
ま
り
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
補
正

予
算
案
で
１
８
８
４
億
円
、
明
年

度
予
算
案
で
１
２
７
１
億
円
が
計

上
さ
れ
た
結
果
、
耐
震
化
率
は
９４

％
に
ま
で
進
捗
す
る
見
込
み
。

同
委
が
明
年
度
へ
申
し
送
っ
た

項
目
は
、
医
師
不
足
・
偏
在
対
策

な
ど
。

平
成
２４
年
度
の
地
方
行
政
委
員

会
が
要
望
し
て
き
た
項
目
は
▽
地

方
分
権
改
革
の
推
進
▽
地
方
議
会

の
権
能
強
化
等
▽
消
防
防
災
体
制

の
充
実
強
化
―
な
ど
。

２
月
１３
日
、
東
京
・
ル
ポ
ー
ル

麹
町
で
開
か
れ
た
第
１
３
４
回
委

員
会
の
総
括
に
よ
れ
ば
、
要
望
項

目
の
う
ち
「
地
方
議
会
の
権
能
強

化
」
で
は
、
地
方
自
治
法
の
一
部

改
正
法
が
８
月
２９
日
に
成
立
し
て

お
り
、
要
望
の
実
現
を
果
た
し
た
。

同
委
が
成
立
を
求
め
た
改
正
法

は
、
地
制
調
が
２３
年
１２
月
に
ま
と

め
た
「
地
方
自
治
法
改
正
案
に
関

す
る
意
見
」
に
基
づ
く
も
の
。
２４

年
３
月
の
国
会
提
出
以
来
、
改
正

法
成
立
が
地
方
自
治
関
係
者
か
ら

望
ま
れ
て
い
た
。
同
法
の
一
部
が

９
月
５
日
に
施
行
さ
れ
、
臨
時
会

の
招
集
請
求
に
長
が
応
じ
な
い
場

合
に
は
、
議
長
が
臨
時
会
を
招
集

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
未
施
行

だ
っ
た
項
目
も
３
月
１
日
に
施
行

さ
れ
、
「
政
務
調
査
費
」
は
「
政

務
活
動
費
」
に
改
め
ら
れ
た
。

同
委
が
明
年
度
へ
申
し
送
っ
た

項
目
は
、
地
方
議
員
の
法
的
位
置

付
け
の
明
確
化
な
ど
。

平
成
２４
年
度
の
産
業
経
済
委
員

会
が
要
望
し
て
き
た
項
目
は
▽
農

業
振
興
対
策
▽
林
業
振
興
対
策
▽

水
産
業
振
興
対
策
▽
中
小
企
業
振

興
対
策
―
な
ど
。

２
月
１９
日
、
東
京
・
全
国
都
市

会
館
で
開
か
れ
た
第
１
４
６
回
委

員
会
の
総
括
に
よ
れ
ば
、
要
望
項

目
の
う
ち
「
農
業
振
興
対
策
」
で

は
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

が
拡
充
さ
れ
、
要
望
の
実
現
を
果

た
し
た
。
同
制
度
に
は
２５
年
度
政

府
予
算
案
で
、
対
前
年
度
比
４
・

４
％
増
の
６
９
０
１
億
円
が
計
上

さ
れ
た
。

し
か
し
昨
年
１２
月
の
政
権
交
代

に
伴
い
、
２５
年
産
作
物
は
従
来
の

枠
組
み
で
補
償
を
実
施
す
る
も
の

の
、
「
２６
年
産
以
降
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い

く
」
こ
と
と
さ
れ
た
。
制
度
の
名

称
も
「
直
接
支
払
交
付
金
」
へ
と

変
更
さ
れ
て
い
る
。
同
交
付
金
の

う
ち
畑
作
物
に
は
対
前
年
度
比
８

・
９
％
増
の
２
１
２
３
億
円
、
水

田
活
用
に
は
対
前
年
度
比
１０
・
１

％
増
の
２
５
１
７
億
円
、
米
に
は

対
前
年
度
比
１６
・
４
％
減
の
１
６

１
３
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。
国
産

農
産
物
の
安
定
供
給
に
向
け
、
産

業
と
し
て
の
持
続
性
を
速
や
か
に

回
復
し
、
農
村
の
再
生
を
図
る
。

同
委
が
明
年
度
へ
申
し
送
っ
た

項
目
は
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展

に
関
す
る
施
策
な
ど
。

平
成
２４
年
度
の
地
方
財
政
委
員

会
が
要
望
し
て
き
た
項
目
は
▽
地

方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
▽
都
市

税
源
の
充
実
確
保
等
―
な
ど
。

２
月
１４
日
、
東
京
・
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
第
１
３

０
回
委
員
会
の
総
括
に
よ
れ
ば
、

要
望
項
目
の
う
ち
「
地
方
一
般
財

源
総
額
の
確
保
」
で
は
、
２５
年
度

政
府
予
算
案
で
前
年
度
と
同
水
準

の
総
額
が
確
保
さ
れ
た
。
出
口
ベ

ー
ス
の
地
方
交
付
税
額
が
減
額
さ

れ
る
な
か
、
前
年
度
並
み
の
総
額

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

１
月
２７
日
の
地
財
決
着
を
踏
ま

え
確
保
さ
れ
た
出
口
ベ
ー
ス
の
地

方
交
付
税
額
は
、
対
前
年
度
比
０

・
４
兆
円
減
の
１７
・
１
兆
円
。
一

般
財
源
総
額
は
対
前
年
度
比
０
・

１
兆
円
増
の
５９
・
８
兆
円
が
確
保

さ
れ
た
。

「
都
市
税
源
の
充
実
確
保
等
」

で
は
同
委
の
要
請
活
動
が
実
を
結

び
、
固
定
資
産
税
の
う
ち
「
機
械

及
び
装
置
」
へ
の
課
税
措
置
廃
止

が
見
送
ら
れ
た
。
２５
年
度
税
制
改

正
大
綱
が
１
月
２９
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
廃
止

さ
れ
た
場
合
、
影
響
額
は
６
０
０

０
億
円
に
及
ん
で
い
た
。

同
委
が
明
年
度
へ
申
し
送
っ
た

項
目
は
、
地
方
交
付
税
増
額
に
よ

る
一
般
財
源
総
額
の
確
保
な
ど
。

地行・地財・社文・産経・国対

�年間の活動総括
次年度へ申し送りも

地地
方方
行行
政政
委委
員員
会会
のの
要要
望望
結結
果果

社社
会会
文文
教教
委委
員員
会会
のの
要要
望望
結結
果果

地地
方方
財財
政政
委委
員員
会会
のの
要要
望望
結結
果果

産産
業業
経経
済済
委委
員員
会会
のの
要要
望望
結結
果果

地方行政委員長
門田国光（串間市）

地方財政委員長
斎藤賢一（二本松市）

社会文教委員長
山内弘一（柏市）

産業経済委員長
仲 元男（大和郡山市）

第１８６１号 平成２５年３月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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平
成
２４
年
度
の
国
会
対
策
委
員

会
が
要
望
し
て
き
た
項
目
は
▽
平

成
２５
年
度
政
府
予
算
に
対
す
る
重

点
要
望
▽
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
対
応
に
関

す
る
要
望
―
の
２
本
。
重
点
要
望

で
は
、
予
算
関
連
と
あ
わ
せ
財
政

収
支
の
両
輪
を
形
成
す
る
「
税
制

改
正
」
も
対
象
と
し
て
い
た
。

２
月
２１
日
、
東
京
・
全
国
都
市

会
館
で
開
か
れ
た
第
１
１
９
回
委

員
会
の
総
括
に
よ
れ
ば
、
２５
年
度

税
制
改
正
に
対
す
る
要
望
の
う
ち

「
都
市
税
源
の
充
実
確
保
」
で
、

自
動
車
重
量
税
・
取
得
税
の
制
度

堅
持
を
果
た
し
た
。

両
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
業

界
団
体
な
ど
か
ら
、
自
動
車
ユ
ー

ザ
ー
の
負
担
軽
減
な
ど
を
目
的
と

し
、
廃
止
要
望
が
出
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
両
税
収
入
の
う
ち
の

半
分
強
、
５
０
０
０
億
円
が
地
方

側
へ
配
分
さ
れ
て
お
り
、
廃
止
さ

れ
れ
ば
地
方
財
政
へ
の
影
響
は
計

り
知
れ
な
い
。
代
替
財
源
を
示
さ

な
い
限
り
、
市
町
村
へ
の
財
源
配

分
の
仕
組
み
を
含
め
、
現
行
制
度

を
堅
持
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
。

同
委
を
は
じ
め
と
し
本
会
が
、

粘
り
強
く
現
行
制
度
の
堅
持
を
求

め
て
き
た
結
果
、
１
月
２９
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
明
年
度
の
税
制
改

正
大
綱
で
は
、
両
税
の
廃
止
措
置

が
見
送
ら
れ
た
。
し
か
し
閣
議
決

定
に
先
立
ち
、
自
民
・
公
明
両
党

が
１
月
２４
日
に
ま
と
め
た
与
党
税

制
改
正
大
綱
で
は
、
重
量
税
を
段

階
的
に
廃
止
す
る
方
針
が
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
。
取
得
税
に
つ
い
て

は
、
結
論
を
２６
年
度
へ
先
送
っ
た
。

今
後
と
も
税
制
改
正
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長

�
小
林
茂
裕
・
福
山
市
議
会
議

長
）
は
２
月
１５
日
、
東
京
・
全
国

都
市
会
館
で
第
９７
回
総
会
を
開
催

し
た
。

当
日
は
同
研
究
会
加
盟
市
の
酒

井
正
春
・
長
岡
市
議
会
議
長
か
ら

「
新
潟
県
中
越
大
地
震

被
災
地

・
長
岡
市
議
会
の
経
験
か
ら
」
と

題
す
る
講
演
を
聴
取
し
た
。
酒
井

議
長
は
新
潟
県
中
越
大
地
震
が
発

生
し
て
か
ら
の
議
会
の
対
応
や
復

興
計
画
策
定
ま
で
の
流
れ
、
復
興

計
画
策
定
の
手
法
な
ど
を
説
明
し

た
�
講
演
内
容
に
つ
い
て
は
次
号

に
要
旨
を
掲
載
予
定
。

総
会
で
は
、
講
演
の
の
ち
協
議

に
入
り
「
都
市
に
お
け
る
災
害
対

策
と
議
会
の
役
割
」
に
関
す
る
調

査
結
果
、
平
成
２５
年
度
会
議
日
程

案
、
予
算
案
な
ど
を
審
議
し
原
案

の
と
お
り
決
定
し
た
。

調
査
結
果
の
取
り
ま
と
め
で
は

▽
災
害
発
生
時
▽
平
時
▽
復
旧
・

復
興
―
の
各
段
階
に
お
け
る
各
市

議
会
の
役
割
や
体
制
、
取
組
み
な

ど
を
調
査
し
た
。
調
査
対
象
は
同

研
究
会
加
盟
市
８６
市
と
大
規
模
災

害
被
災
自
治
体
３３
市
の
合
計
１
１

９
市
。
調
査
項
目
は
災
害
（
防
災
）

対
策
に
関
す
る
基
本
条
例
の
制
定

状
況
、
被
災
自
治
体
の
議
会
の
対

応
な
ど
、
２１
項
目
に
の
ぼ
る
。

調
査
結
果
は
、
同
研
究
会
の
平

成
２４
・
２５
年
度
調
査
テ
ー
マ
の

「
都
市
に
お
け
る
災
害
対
策
と
議

会
の
役
割
」
の
調
査
研
究
に
活
用

さ
れ
る
。

平成２５年度 第１回

「監査委員特別セミナー」開催
市町村アカデミー主催

市町村アカデミー（市町村職員中央研修所）では、全国の市町村の
監査委員の皆様を対象として、監査委員の役割や地方公共団体の財政
健全化等の重要課題について学ぶ特別講座を開催することといたしま
した。
今回は、４月１８日（木）と１９日（金）の２日間、それぞれの分野でご活

躍されている講師による講義・演習を行います。
多くの皆様方のご参加をお待ちしております。

◆日 時：平成２５年４月１８日（木）１３：００から
４月１９日（金）１４：３５まで

４月１８日
１３：３０～１５：００「監査機能の充実・強化について」（講義）
総務省自治行政局行政課監査制度専門官 岡 裕二 氏

１５：１５～１６：４５「地方公営企業会計制度の見直し等について（仮
題）」（講義）

総務省自治財政局公営企業課長 木幡 浩 氏
４月１９日

９：００～１０：２５「住民監査請求の制度と課題」（講義）
九州大学大学院法学研究院准教授 田中孝男 氏

１０：４０～１２：００「事例演習」（グループ討議）
九州大学大学院法学研究院准教授 田中孝男 氏

１３：００～１４：３０「監査制度と監査委員の役割」（講義）
明治大学大学院法務研究科教授 碓井光明 氏
※講義の内容等は一部変更になる場合がございます。

◆場 所：市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）
（千葉市美浜区浜田１丁目１番）

◆申 込 期 限：平成２５年３月１３日（水）
◆申 込 方 法：参加申込みについては、必ず監査（委員）事務局を通

してお申し込み下さい。①市町村アカデミーホームペ
ージの「研修受講申込サイト」（ＩＤ・パスワードは各市
町村の研修担当課にお問い合わせください）�参加申
込書（市町村アカデミーのホームページからダウンロ
ードできます）をＦＡＸまたは郵送でお送りください。

◆受講対象者：各市区町村の監査委員の方（定員５０名・定員に達した
場合はお断りさせていただく場合があります）

◆参 加 費：７，９００円（宿泊費、食費等を含む）
◆決 定 通 知：申込受理後、決定通知に併せて必要な資料を送付いた

します。
◆お問い合わせ：� ０４３－２７６－３１２６（研修部）

ＦＡＸ ０４３－２７６－８４８４（申込専用）
〒２６１‐００２５ 千葉市美浜区浜田１丁目１番

◆担 当：芳賀、二条久保 ホームページ http : //www.jamp.gr.jp

▼
議
長

▽
養
父

勝
地
恒
久
（
１１
・
６
）

▽
東
御

青
木
周
次
（
１１
・
２６
）

▽
鳥
取

湯
口
史
章
（
１２
・
２０
）

▽
能
美

東

正
幸
（
１２
・
２１
）

▽
青
森

丸
野
達
夫
（
１２
・
２５
）

▼
副
議
長

▽
養
父

西
田
雄
一
（
１１
・
６
）

▽
東
御

依
田
俊
良
（
１１
・
２６
）

▽
飯
山

小
林
喜
美
治
（
１２
・
３
）

▽
鳥
取

房
安

光
（
１２
・
２０
）

▽
亀
山

前
田

稔
（
１２
・
２１
）

▽
鳴
門

林

勝
義
（
１２
・
２１
）

▽
青
森

秋
村
光
男
（
１２
・
２５
）

国国
会会
対対
策策
委委
員員
会会
のの
要要
望望
結結
果果

災害をテーマに都市研

調査結果まとめる
長岡市議長が講演も

議議
会会
人人
事事

国会対策委員長
大島 明（川崎市）

都市研会長
小林茂裕（福山市）

酒
井
正
春
・
長
岡
市
議
会
議
長
が
講
演

（３） 平成２５年３月５日 第１８６１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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決

議

高
規
格
幹
線
道
路
等
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
流

通
や
観
光
等
に
よ
る
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
ほ
か
、
地
域
間
交
流
を
活
性
化
さ

せ
る
な
ど
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
重
要

な
社
会
基
盤
で
あ
る
。
ま
た
、
救
急
患
者
の
搬
送
時
間
の
短
縮
等
に
よ
り
、
広

域
救
急
医
療
を
支
え
る
ほ
か
、
震
災
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
は
、
救
援
、
復
旧

活
動
の
た
め
の
緊
急
輸
送
路
と
し
て
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
「
命
の
道
」
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
供
用
率
に
つ
い
て
は
、
未
だ
７
割
に

過
ぎ
ず
、
連
続
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
効
果
が
最

大
限
に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の
早
期
整
備
に
向
け
た
必
要
財

源
の
確
保
、
施
策
の
充
実
強
化
、
高
規
格
幹
線
道
路
を
補
完
す
る
地
域
高
規
格

道
路
の
早
急
な
整
備
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
災
害
や
高
速
道
路
上
で
の
重
大
事
故
へ
の
対
応
と
し
て
、
防
災
・
安

全
対
策
等
の
推
進
が
極
め
て
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
我
々
は
こ
こ
に
総
力
を
結
集
し
、
特
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く

要
望
す
る
。

記

一
、
高
規
格
幹
線
道
路
網
１
万
４
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
早
期
完
成
に
向
け
た
明

確
な
方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
、
財
源
確
保
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

一
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消
及
び
暫
定
二
車
線
区
間
の
四
車
線
化
の
速
や
か

な
実
現
を
図
る
こ
と
。

一
、
地
域
振
興
や
産
業
活
性
化
に
資
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
及
び
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
な
ど
簡
易
Ｉ
Ｃ
の
一
層
の
整
備
促
進
を
図
る
こ
と
。

一
、
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
板
落
下
事
故
を
踏
ま
え
、
ト
ン
ネ
ル

・
橋
梁
な
ど
の
老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
適
時
適
切
な
維
持
管
理
・
更
新

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
十
分
な
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
重
大
事
故

の
再
発
防
止
に
向
け
た
万
全
の
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
関
越
自
動
車
道
で
の
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
事
故
を
始
め
、
高
速
道
路
で
の
死

亡
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
万
全
の
事
故
防
止
対
策
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
に
お

け
る
迅
速
な
対
応
の
た
め
、
救
急

車
退
出
路
及
び
緊
急
進
入
路
の
整

備
推
進
並
び
に
関
係
機
関
と
の
連

携
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

右
、
決
議
す
る
。

平
成
２５
年
２
月
１８
日

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協
議
会

第
３９
回
定
期
総
会

会

長

田

村

雄

二

（
苫
小
牧
市
議
会
議
長
）

早早
期期
完完
成成
求求
めめ

総総
会会
決決
議議
採採
択択

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
田
村
雄
二
・
苫
小

牧
市
議
会
議
長
）
は
２
月
１８
日
、

東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で

第
３９
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、
決

議
�
左
上
掲
�
を
採
択
し
た
。

総
会
で
は
、
田
村
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
引
き
続
き
、
衛
藤
征
士
郎

・
高
速
道
路
建
設
推
進
議
員
連
盟

会
長
（
衆
議
院
議
員
）
、
横
内
正

明
・
全
国
高
速
道
路
建
設
協
議
会

会
長
（
山
梨
県
知
事
、
代
読
�
日

高
健
・
事
務
局
長
代
行
）
か
ら
来

賓
あ
い
さ
つ
を
賜
っ
た
。

協
議
に
入
る
と
▽
平
成
２３
年
度

会
計
決
算
▽
平
成
２５
年
度
運
動
方

針
案
▽
平
成
２５
年
度
会
議
・
運
動

日
程
案
▽
平
成
２５
年
度
予
算
案
―

を
議
題
と
し
、
各
案
件
は
原
案
の

と
お
り
決
定
さ
れ
た
。
な
お
、
２３

年
度
会
計
決
算
で
は
協
議
に
先
立

ち
、
監
事
を
代
表
し
て
菅
原
恒
雄

・
二
戸
市
議
会
議
長
が
、
２４
年
５

月
２３
日
に
実
施
さ
れ
た
監
査
結
果

を
報
告
し
た
。

総
会
の
結
び
は
、
高
規
格
幹
線

道
路
網
の
早
期
完
成
な
ど
を
求
め

る
決
議
の
採
択
。
同
協
議
会
相
談

役
の
大
浦
澄
子
・
高
松
市
議
会
議

長
か
ら
提
案
説
明
を
兼
ね
読
み
上

げ
ら
れ
た
案
文
は
、
５
つ
の
柱
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
た
決
議
は
、
要
望

書
の
形
式
に
整
え
ら
れ
、
総
会
終

了
後
に
早
期
実
現
を
求
め
て
要
請

活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

決
議
に
よ
る
と
、
高
規
格
幹
線

道
路
の
供
用
率
は
未
だ
７
割
に
と

ど
ま
る
。
連
続
し
た
高
規
格
幹
線

道
路
網
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
発
揮
さ
れ
る
べ
き
効
果
が
最

大
限
に
活
か
さ
れ
ず
、
重
要
な
社

会
基
盤
と
し
て
の
役
割
が
十
分
に

果
た
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。
同
協
議
会
で
は
決
議
に
示
し

た
内
容
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
現

行
の
高
速
道
路
政
策
が
抱
え
る
課

題
の
克
服
を
目
指
す
。

総
会
終
了
後
、
田
村
・
会
長
を

中
心
に
実
行
運
動
班
を
編
成
�
左

掲
。
野
田
聖
子
・
自
民
党
総
務
会

長
、
浜
田
靖
一
・
同
党
幹
事
長
代

理
、
竹
下
亘
・
同
党
組
織
運
動
本

部
長
に
面
談
し
、
要
望
事
項
の
実

現
へ
協
力
を
求
め
た
。
同
協
議
会

加
盟
市
も
地
元
選
出
国
会
議
員
を

中
心
に
要
請
活
動
を
実
施
し
た
。

な
お
、
総
会
で
は
国
土
交
通
省

の
前
川
秀
和
・
道
路
局
長
が
、
今

後
の
高
速
道
路
政
策
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

実実
行行
運運
動動
班班
編編
成成
市市

▽
会
長
�
苫
小
牧
市
▽
副
会
長
�

小

樽

市
▽
同
�
大

崎

市
▽
同
�
敦

賀

市
▽
同
�
春

日

井

市
▽
同
�
東

大

阪

市
▽
同
�
尾

道

市
▽
同
�
坂

出

市
▽
監

事
�
二

戸

市
▽
同
�
大

垣
市
▽
相
談
役
�
高
松
市

高速協議会
【【
自自
民民
党党
要要
職職
者者
にに
面面
談談
】】

�
野
田
聖
子
・
自
民
党
総
務
会
長
（
左

か
ら
５
人
目
）
�
浜
田
靖
一
・
同
党
幹

事
長
代
理
（
中
央
）
�
竹
下
亘
・
同
党

組
織
運
動
本
部
長
（
左
か
ら
５
人
目
）

監査結果を報告する菅原
恒雄・二戸市議会議長

高速協会長
田村雄二（苫小牧市）

来賓あいさつする衛藤征士郎・
高速道路建設推進議員連盟会長

決議案を読み上げる大浦
澄子・高松市議会議長
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